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雷
土
地
睦
一
般
産
業
合
同
労
働
組
合

－
そ
の
歴
史
と
繊
い
－

こ
こ
に
紹
介
す
る
富
士
地
区
【
般
産
業
合
同
労
組
へ
以
後
単
に
合
同
労
組

と
略
す
）
は
、
主
と
し
て
中
小
零
細
企
業
に
働
く
労
働
者
を
組
織
し
た
個
人

加
盟
方
式
の
組
合
で
あ
る
。
ア
ナ
キ
ズ
ム
が
、
そ
の
影
響
力
を
労
働
運
動
か

ら
失
な
っ
て
久
し
い
が
、
紹
介
子
の
限
畠
は
、
こ
の
合
同
労
組
が
戦
前
か
ら

労
勧
運
動
に
携
わ
っ
て
き
た
一
ア
ナ
キ
ス
ト
の
戦
い
の
歴
史
で
あ
る
と
共
に
、

企
業
別
組
合
へ
と
大
企
業
、
官
公
庁
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
る
日
本
の
労

嘲
組
合
の
第
二
労
務
課
化
と
、
官
僚
化
に
、
真
岡
か
ら
対
立
し
、
そ
の
枠
組

を
突
破
し
て
い
く
組
織
原
理
を
保
持
し
続
け
て
い
る
と
い
う
所
は
め
る
。
こ

の
間
の
事
情
は
、
客
観
情
塾
T
t
つ
　
即
ち
、
企
業
別
に
し
ょ
う
と
し
て
も
従
業

員
数
が
少
な
い
為
、
組
合
と
し
て
充
分
に
機
能
し
え
な
い
ー
に
も
依
る
部
一

不
断
に
あ
そ
h
か
か
っ
て
く
る
、
企
業
別
化
へ
の
籠
動
に
敢
然
と
戦
い
続
け

て
き
た
主
体
の
側
の
強
固
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
抜
き
に
し
て
は
語
り
得
な
い
。

今
、
各
地
に
斗
う
少
数
派
組
合
が
わ
ず
か
な
が
ら
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
大

労
組
支
配
に
対
し
て
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
楔
を
打
ち
込
み
つ
つ
も

る
こ
の
時
に
、
合
同
労
組
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
意
義
深
い
こ
と
と
思
わ
れ

る
○

中

　

　

村

　

　

隆

　

　

司

監
修
　
　
福
　
　
田
　
　
武
　
　
寿

－
結
　
成

昭
和
二
九
年
九
月
四
日
結
成

「
富
士
地
区
一
般
琵
業
合
同
労
組
は
は
じ
め
は
十
数
名
の
有
志
が
集
ま
っ
て
、

声
岡
町
の
富
士
製
紙
合
板
会
社
の
寮
で
さ
さ
や
か
な
組
合
結
成
式
を
行
な
い

ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
初
期
の
組
合
活
動
は
十
数
名
、
数
分
会
か
ら
始

ま
っ
た
。
」

へ
一
九
六
〇
年
二
月
一
日
、
「
労
働
運
動
」
日
本
ア
ナ
遵
労
鋤
運
動
鶴
議
会

制
、
電
武
一
郎
氏
記
事
よ
り
抜
率
）

か
く
の
如
く
し
て
繕
成
さ
れ
た
合
同
労
組
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
客
観
博

労
と
、
当
時
地
区
労
尊
務
局
長
で
あ
二
二
た
福
田
試
案
氏
の
主
体
的
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
の
結
合
の
上
に
始
め
て
成
立
す
る
訳
で
あ
る
。

「
富
士
地
区
に
お
け
る
工
場
密
集
度
は
、
次
表
の
如
く
で
あ
り
、
そ
の
八

〇
％
が
十
五
人
以
下
の
零
細
企
業
で
あ
る
。

十
人
未
満
　
　
　
　
　
一
八
〇
三
工
場

十
～
五
〇
　
　
　
　
　
　
六
醜
O
 
i



五
〇
～
一
〇
〇

一
〇
〇
～
五
〇
〇

五
〇
〇
～
一
、
0
0
0

二
〇
〇
〇
以
上

三
九
五
〇三三へ

昭
二
七
年
十
一
月
）

こ
れ
ら
零
細
企
業
は
家
族
従
業
員
の
み
の
企
業
を
含
み
、
一
般
的
に
強
度

な
縁
故
関
係
的
人
的
鰭
合
関
係
が
支
配
的
で
あ
り
か
つ
企
業
自
体
が
零
細
僅

お
よ
び
不
安
定
性
を
お
ぴ
て
い
る
た
め
労
働
移
動
率
も
南
く
、
組
合
組
織
率

は
零
に
等
し
い
。
組
織
率
が
零
に
等
し
い
と
い
う
点
は
、
こ
れ
ら
の
零
細
企

業
は
長
時
間
、
陸
貸
金
労
働
が
支
配
的
で
あ
り
オ
ル
グ
の
介
入
す
る
余
地
が

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
強
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
見
落
す
こ
と
が
で
き
を

い
点
で
あ
ろ
う
o
こ
の
よ
う
な
経
済
的
関
係
に
支
配
さ
れ
つ
つ
デ
フ
レ
の
深

刻
さ
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
零
細
企
業
労
働
者
の
救
済
手
段
は
な
い
も
の
で
あ

ろ
う
か
～
　
こ
の
救
済
が
畠
敦
と
し
て
の
組
織
た
る
企
業
別
組
合
で
は
駄
自

在
の
で
は
な
い
か
。
さ
り
と
て
未
組
織
の
i
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
て
は
な
お
困

る
。
と
い
う
考
え
が
こ
の
地
区
の
銀
紙
機
械
修
繕
を
営
む
鉄
工
所
の
労
働
者

の
中
か
ら
生
れ
始
め
、
こ
の
相
談
が
昭
和
二
九
年
七
月
富
士
地
区
労
に
も
ち

こ
き
れ
る
に
至
っ
た
。
」

へ
労
働
法
律
旬
報
二
一
七
号
、
昭
三
十
年
十
一
月
刊
、
「
中
小
企
業
労
働

者
の
組
織
問
題
と
合
同
労
組
活
動
」
佐
藤
進
論
文
よ
り
）

「
中
小
企
業
の
単
独
の
企
業
別
組
合
で
は
切
り
崩
さ
れ
た
り
御
用
化
し
や

す
く
、
そ
の
上
組
合
財
政
の
点
か
ら
も
専
従
オ
ル
グ
が
設
け
ら
れ
な
い
為
団

交
等
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
こ
の
不
利
を
克
服
す
る
た
め
に
は
企
業
外
の
富
士

地
区
所
在
の
同
額
も
し
く
は
地
域
を
中
心
と
し
て
ま
と
ま
る
中
小
企
業
労
働

者
の
個
人
加
盟
の
組
合
を
つ
く
っ
た
ら
」

へ
富
士
地
区
労
と
零
細
企
業
労
働
者
の
懇
談
会
蒔
上
に
て
）

「
私
達
は
十
九
年
前
の
昭
和
二
九
年
九
月
四
日
、
近
江
絹
糸
で
人
権
斗
争

が
行
な
わ
れ
た
当
時
、
中
小
零
細
企
業
労
幼
者
、
輯
時
工
、
下
請
け
社
外
工

等
多
数
の
未
組
織
労
勧
者
の
身
分
と
特
権
的
労
鋤
条
件
維
持
の
ク
ッ
シ
㌻

と
し
て
、
無
権
利
無
抵
抗
の
状
況
の
中
で
、
手
を
指
し
の
べ
る
仲
間
も
な
く
、

態
貸
金
で
、
労
働
強
化
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
中
小
零
細
企
業

労
勘
考
の
救
済
は
、
日
本
の
労
働
運
動
の
主
流
を
な
し
て
い
る
企
業
別
労
働

連
動
で
は
、
資
本
主
義
的
序
列
に
組
込
ま
れ
た
ま
ゝ
そ
の
下
積
み
的
地
位
か

ら
の
脱
出
は
不
可
能
で
あ
り
、
資
本
主
義
的
序
列
の
中
で
′
の
特
緯
要
求
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
特
権
を
廃
し
て
平
等
な
人
権
を
確
立
し
、
一
人
は
す
べ
て

の
仲
間
の
為
に
、
万
人
は
一
人
の
仲
間
の
不
幸
に
そ
の
力
を
結
集
し
て
努
力

す
る
事
に
こ
そ
労
働
運
動
の
真
髄
が
あ
り
、
そ
の
為
、
企
業
の
別
、
職
種
の

別
を
超
え
た
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
団
結
こ
そ
が
労
働
組
合
の
組
織
形
態
の

基
本
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
組
織
実
践
を
通
じ
て
、
日
本
の
特
殊
な
個

別
企
業
集
団
の
利
益
追
及
の
形
か
ら
脱
皮
を
も
図
る
事
が
出
来
る
。
そ
れ
が

私
達
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
も
登
る
と
の
判
断
か
ら
捕
一
般
合
同
労
組
虹
の

方
式
を
取
り
、
政
党
の
支
配
介
入
と
中
央
集
権
化
を
さ
け
る
為
『
地
域
別
組

織
鴫
を
取
る
車
と
し
て
、
発
足
し
た
」

へ
富
士
地
区
合
同
労
組
一
八
年
第
一
号
、
昭
和
四
十
六
毎
八
月
十
日
、
組
・

合
長
　
福
田
武
寿
）

「
①
企
業
・
業
績
の
別
を
超
え
た
一
地
域
で
一
つ
の
労
働
組
合
、

⑧
中
小
零
細
企
業
労
働
者
の
地
位
の
向
上
と
労
働
条
件
の
改
蕾
、
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③
未
組
織
労
勘
考
の
結
集
」

へ
富
士
地
区
禽
同
労
組
一
九
年
第
一
考
、
紹
約
四
十
七
年
九
月
二
五
日
・
組

合
長
　
福
田
武
寿
）

こ
の
よ
う
擾
客
観
情
勢
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
て
発
足
し
た
合
同
労

組
は
、
次
の
よ
う
な
組
織
目
的
と
運
動
方
針
を
も
っ
て
そ
の
歩
を
運
び
始
め

た
の
で
あ
る
○

へ
合
同
労
組
結
成
の
組
織
日
的
）

山
車
小
企
業
労
働
者
の
生
存
緯
陽
徳
の
結
集
体
と
し
て
富
士
地
区
一
本
の

強
力
な
合
同
労
組
を
緒
成
す
る
。

㈲
個
人
別
盟
主
義
を
採
用
し
失
業
の
場
合
も
組
合
員
資
鰭
を
笑
わ
在
れ
。

へ
但
し
失
業
の
場
合
は
組
合
費
は
半
額
免
除
と
す
る
）

㈲
労
組
法
上
の
組
合
資
格
要
件
を
備
え
労
働
誓
貝
会
の
救
済
を
受
け
ら
れ

る
様
な
組
織
と
す
る
。

㈲
富
士
地
区
労
会
議
に
加
盟
す
る
。

勘
当
面
教
育
宣
伝
活
動
を
中
心
と
し
て
組
織
確
立
に
重
点
を
お
く
。

㈲
労
働
条
件
の
改
善
を
第
一
段
階
と
し
労
働
基
準
法
の
完
全
実
施
を
目
標

と
し
て
押
し
進
め
る
。

へ
運
動
方
針
）
昭
二
九
年
一
一
月
三
ハ
日
第
二
回
定
期
大
会

Ⅲ
組
織
弦
大

開
労
基
法
の
完
全
実
施

㈲
社
会
保
険
へ
の
加
入
促
進

㈲
教
育
活
動

的
調
査
活
動

㈲
失
業
対
策

㈲
越
年
斗
争
の
組
織
態
勢

二
、
渚
i
　
動
・
姐
∴
繊
　
化

「
組
成
当
初
の
合
同
労
組
の
活
動
方
針
は
、
財
政
基
金
も
皆
無
で
あ
り
専

ら
零
細
企
業
労
勘
考
の
企
業
外
組
織
と
し
て
労
基
法
違
反
の
是
正
と
か
、
そ

の
設
立
を
企
業
主
に
認
識
さ
せ
る
程
度
の
活
動
に
主
力
を
注
い
だ
。
」
へ
前

出
、
労
働
法
律
旬
報
九
貫
）

「
こ
の
斗
争
に
参
加
し
た
労
働
者
が
直
接
首
切
り
の
対
象
と
凄
め
や
す
ー
直

の
で
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
組
合
員
は
一
切
覆
面
を
し
て
只
情
報
だ
け
を
内
密

に
組
合
に
通
告
す
れ
ば
菱
田
に
名
を
出
し
て
い
る
組
合
幹
部
が
こ
の
処
理
に

会
た
る
と
い
う
方
式
を
も
っ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
組
合
員
保
護
に
あ
た
る
」

へ
昭
二
九
重
・
十
二
二
一
九
夕
刊
プ
レ
ス
）

‥
「
結
成
後
は
組
合
員
の
昏
楽
所
で
問
題
が
起
こ
る
ご
と
に
会
合
を
開
き
、

二
ケ
月
の
内
に
解
雇
反
対
に
三
回
、
労
基
法
違
反
改
善
に
ー
回
成
功
し
た
。

大
会
社
の
労
緻
組
合
の
よ
う
に
斗
争
－
本
や
り
で
や
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
主

食
掛
売
り
の
交
渉
や
、
生
活
保
護
法
適
用
の
世
話
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
経

営
者
と
手
を
握
っ
て
県
労
働
金
庫
か
ら
の
髄
質
や
製
品
注
文
の
斡
施
ま
で
や

っ
て
企
業
防
衛
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
は
二
万
近
い
こ
の
地
区
の

未
組
織
労
勘
考
に
呼
び
か
け
て
組
織
を
強
く
し
て
ゆ
き
え
h
L

へ
福
田
武
寿
組
合
長
、
昭
三
十
年
）
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「
設
立
当
初
の
活
動
方
針
が
、
合
同
労
組
の
存
在
を
零
細
企
業
労
働
者
お

よ
び
使
用
者
に
認
識
せ
し
め
労
勧
者
の
支
柱
と
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
点
で
宣

伝
活
動
を
主
に
や
っ
て
ゆ
く
と
い
う
に
あ
っ
た
が
、
単
法
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
的

機
関
に
堕
し
な
い
よ
う
に
合
同
労
組
組
合
員
の
関
係
す
る
専
業
所
の
み
な
ら

ず
、
相
談
を
も
ち
込
ま
れ
た
昏
業
所
の
紛
争
に
で
き
る
だ
け
介
入
し
て
ゆ
く

と
い
う
方
向
を
と
っ
て
い
る
。
」へ
前
出
、
労
働
法
旬
報
十
頁
）
十

「
こ
の
よ
う
な
活
動
で
、
三
十
年
七
月
現
在
ま
で
に
参
加
し
た
関
係
事
業

所
は
「
五
、
事
業
所
関
係
労
働
者
も
解
雇
反
対
に
ょ
る
復
職
、
遅
払
賃
金
取

立
て
、
賃
上
げ
∵
日
雇
労
働
者
の
臨
時
工
へ
の
繰
入
れ
、
定
員
増
加
、
社
会

保
険
加
入
襲
求
と
多
々
利
益
を
受
け
て
い
る
O
 
L

へ
前
出
、
労
勧
法
旬
報
）

こ
の
よ
う
に
し
て
活
動
を
始
め
た
合
同
労
組
に
と
っ
て
、
最
も
困
難
を
問

題
と
し
て
現
わ
れ
た
の
は
、
オ
ル
グ
組
織
化
活
動
と
企
業
別
組
合
と
し
て
の

独
立
脱
退
で
あ
っ
た
。
オ
ル
グ
活
動
は
既
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
紛
争
事
業

所
へ
の
積
極
介
入
簿
に
ょ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
自
己
の
労
働
生
酒
に

追
わ
れ
て
い
て
自
分
に
関
係
の
あ
る
時
は
い
つ
で
も
足
を
運
ん
で
く
る
が
、

そ
う
で
な
い
晴
は
、
活
動
を
毒
し
得
な
い
と
い
う
意
識
の
低
さ
と
も
斗
か
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
共
に
企
業
別
組
合
へ
の
組
織
が
え
を
す
る

労
働
者
意
識
と
も
斗
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
結
成
掌
噂
の
主
嬰
メ
ン
バ

ー
で
あ
っ
た
鉄
工
所
の
組
合
員
は
会
社
側
が
非
組
合
員
を
も
ろ
て
、
企
業
別

組
合
を
鰭
成
し
合
同
労
組
員
に
も
鋤
き
か
げ
た
の
で
、
一
部
の
者
は
、
－
合
同

労
組
を
脱
退
し
て
、
そ
の
組
合
に
入
っ
た
が
、
そ
の
後
そ
の
組
合
が
解
散
し

た
の
で
再
び
合
同
労
組
へ
加
入
し
た
と
い
う
審
美
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な
情
勢
の
中
で
合
同
労
組
は
そ
の
活
動
を
続

け
て
ゆ
く
O

「
こ
の
動
き
は
小
さ
を
も
の
で
も
ろ
が
将
来
零
細
労
働
者
を
組
織
す
る
場

合
の
サ
ン
プ
ル
と
さ
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
中
小
企
業
の
経
営
者
も
今
ま

で
の
従
業
員
の
敬
い
方
に
つ
い
て
反
省
す
べ
き
時
期
に
な
っ
た
よ
う
建
」

へ
鼠
静
岡
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事
）

資
本
の
側
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
反
省
と
警
戒
を
ひ
き
出
し
つ
つ
、
そ
の
後

五
年
間
に
合
同
労
組
は
発
展
し
た
。

「
現
昭
和
三
五
年
雲
で
の
五
年
間
に
組
織
さ
れ
た
も
の
は
、
業
種
別
で
は
、

パ
ル
プ
、
紙
加
工
品
製
造
業
、
九
分
会
、
鉄
鋼
業
一
分
会
、
出
版
、
印
刷
関

連
産
業
九
分
会
、
機
械
製
造
業
一
分
会
を
は
じ
め
と
し
て
十
二
業
種
二
八
分

会
、
地
域
別
で
は
富
士
市
内
六
分
会
、
吉
原
市
内
へ
現
在
富
士
市
に
併
合
）

二
分
会
、
、
沼
津
市
内
七
分
会
、
三
毘
市
内
二
分
会
等
計
三
十
分
会
約
七
〇
〇

名
が
加
入
し
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
他
吉
原
市
の
サ
ツ
キ
製
紙
労
組
へ
約
四

〇
〇
名
）
富
士
市
の
富
士
運
送
の
臨
時
工
へ
約
三
〇
〇
名
）
等
を
合
同
労
組

に
加
入
さ
せ
る
等
発
展
し
て
い
る
。
今
で
は
こ
の
地
区
の
中
小
企
業
経
営
者

も
五
ヶ
年
問
の
合
同
労
組
の
正
し
い
労
働
運
動
に
対
し
て
、
初
期
の
恐
ろ
し

い
と
い
う
恐
怖
感
か
ら
、
争
議
の
中
か
ら
話
し
合
い
で
、
い
ろ
い
ろ
の
労
働

条
件
を
決
め
て
行
く
と
い
う
労
働
組
合
の
あ
り
方
に
め
ざ
め
は
じ
め
て
い
る
」

へ
前
出
、
労
働
運
動
、
電
民
謡
番
）

こ
の
頃
が
、
合
同
労
組
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
総
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評
の
全
国
一
般
形
成
と
い
っ
た
、
未
組
織
労
働
者
に
対
す
る
全
国
的
な
斗
h

の
盛
り
上
が
り
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
方
式
は
、
二
股
合
同
労
組
」

方
式
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
尊
情
に
つ
い
て
、
合
同
労
組
組
合
長

福
田
試
案
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

モ
モ
の
后
総
評
、
同
盟
等
の
未
組
織
労
働
者
対
策
と
し
て
、
『
合
同
労
組

方
式
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
三
十
年
に
は
『
全
国
一
般
田
の
結
成
を
見
、
未

組
織
労
働
者
組
織
化
の
標
準
形
式
と
ま
で
見
ら
れ
、
全
国
的
な
拡
大
を
見
せ

を
（
総
評
全
国
一
般
十
三
万
、
同
盟
系
一
般
同
盟
十
二
万
八
千
）

こ
う
し
て
私
達
の
運
動
は
一
応
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
一
時
内
部

に
共
産
党
細
胞
の
策
動
、
組
合
長
の
長
期
療
養
の
為
、
運
動
は
停
滞
情
況
を

つ
づ
け
て
き
た
。

一
方
全
国
的
に
は
『
合
同
労
組
』
は
産
別
整
理
の
予
備
的
手
段
と
し
て
の

組
織
方
法
と
考
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
、
企
業
別
労
働
運
動
の
補
完
手
段
に

す
ぎ
な
く
な
っ
て
了
っ
た
。

へ
前
出
、
富
士
地
区
合
同
労
組
一
八
年
第
一
号
）

さ
ら
に
、
福
田
氏
の
分
析
は
鋭
い
。

「
全
国
の
五
六
彩
を
占
め
る
百
名
以
下
の
事
業
場
労
働
者
が
、
そ
の
八
％

弱
し
か
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
実
態
と
な
っ
て
お
り
、
戦

後
の
労
働
運
動
が
、
官
公
労
、
大
企
業
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
企
業
別
組
織

の
形
態
を
と
っ
た
た
め
、
百
名
以
下
の
中
小
、
零
細
企
業
の
労
働
者
を
未
組

織
の
ま
ま
に
放
置
し
、
組
合
組
織
ば
か
り
で
な
く
、
貸
金
労
働
条
件
、
環
境

衛
生
、
福
利
厚
生
等
大
き
な
断
層
を
作
る
結
果
を
招
来
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
断
層
の
発
生
は
、
日
本
資
本
主
義
復
興
の
過
程
で
必
然
的
に
発
生

し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
労
勧
運
動
の
こ
の
部
面
で
の
空
自
が
、
少
な
か
ら

ざ
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
尊
実
で
あ
る
。
近
年
こ
う
い
う

事
実
の
中
で
、
官
公
労
、
大
企
業
の
労
組
が
自
ら
の
闘
争
の
『
お
も
し
』
と

な
っ
て
い
る
、
未
組
織
労
働
者
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
組
織
化
に
努
力

を
注
ぎ
、
最
抵
賃
金
刺
の
実
現
の
た
め
に
実
力
闘
争
の
計
画
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
闘
争
の
中
に
組
入
れ
る
よ
う
に
去
っ
た
車
は
大
き
を
前
進
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
努
力
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
総
評
が
、

⑪
企
業
別
労
組
の
業
種
別
連
合
の
寄
合
い
世
帯
で
あ
る
。

⑧
官
公
労
、
民
間
大
企
業
労
組
の
企
業
セ
ク
ト
、
優
越
者
意
識
が
嬢
厚
を

こ
と
°

⑤
既
存
単
産
と
の
組
織
関
係
か
ら
、
未
組
織
の
組
織
化
に
合
同
労
組
方
式

を
採
用
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
過
渡
的
な
も
の
と
し
て
し
か
評
価
し
て
い

な
い
こ
と

④
各
地
の
地
謡
に
オ
ル
グ
賢
二
一
万
三
千
な
い
し
三
万
円
）
の
交
付
と
い

う
形
で
上
か
ら
の
組
織
化
を
進
め
て
い
る
た
め
、
中
小
労
連
と
い
う
形

で
既
存
の
中
立
労
組
の
寄
せ
集
め
で
表
面
的
な
実
績
を
作
っ
て
い
る
領

向
が
み
ら
れ
る

⑤
前
項
と
義
肢
の
関
係
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
上
か
ら
の
恩
恵
的
、
慈

善
的
感
覚
の
産
物
で
あ
る
た
め
、
組
合
の
経
済
的
基
盤
を
始
め
か
ら
考

え
て
い
な
い
傾
向
が
強
く
、
上
位
団
体
へ
の
会
費
負
担
さ
へ
消
極
的
竜

一
有
様
で
、
全
国
一
般
産
業
合
同
労
繊
組
合
連
合
の
わ
ず
か
一
円
の
会
費

負
担
も
、
全
国
合
計
ニ
ー
団
体
一
八
、
二
七
三
名
が
行
な
っ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
、
多
く
の
蒐
服
し
注
げ
ね
ば
な
ら
な

い
欠
陥
を
内
包
し
、
や
や
渋
滞
の
横
向
き
え
示
し
て
い
る
と
い
う
実
状

に
を
っ
て
い
る
。
」

へ
夕
日
ハ
タ
三
八
号
、
日
ア
ナ
遠
、
昭
和
三
越
毎
二
月
一
日
、
福
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田
試
案
論
文
「
大
企
業
の
し
わ
寄
せ
に
苦
闘
強
い
ら
れ
る
中

小
企
業
労
働
者
雪
）

こ
の
後
、
合
同
労
組
は
福
田
氏
の
諮
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
戦
後
日
本
の

資
本
と
労
働
運
動
一
体
と
な
っ
た
、
企
業
別
組
合
方
式
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

抗
し
切
れ
ず
、
除
々
に
無
意
識
に
忍
び
寄
っ
て
く
る
企
業
内
労
組
へ
と
、
戒
．

い
は
ま
た
資
本
の
側
の
企
業
外
団
体
〆
出
し
の
策
動
に
屈
し
て
、
と
く
に
先

に
も
引
用
し
た
如
く
、
組
合
長
の
病
気
療
養
、
国
共
の
策
動
等
に
よ
っ
て
、

暫
減
の
傾
向
を
辿
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
合
同
労
組
は
結
成
二
十
年
目
を
迎

え
て
い
る
。
組
合
員
数
一
九
四
名
○
福
田
氏
は
そ
ろ
そ
ろ
タ
イ
ム
・
リ
ミ
ッ

ト
を
む
か
え
走
と
言
い
つ
つ
も
、
現
在
、
倒
産
会
社
の
従
業
員
よ
り
持
ち
込

ま
れ
た
紛
争
に
、
ま
た
近
づ
く
第
二
十
回
定
期
大
会
へ
向
け
て
の
議
案
書
作

成
、
夏
期
一
時
金
斗
争
の
結
果
の
ま
と
め
等
に
多
忙
で
あ
る
。

三
、
合
同
労
組
の
思
想
と
そ
の
歴
史
的
役
割

合
同
労
組
と
共
に
歩
ん
で
き
た
福
田
武
棄
民
の
中
に
は
、
二
質
し
て
流
れ

る
思
想
が
あ
る
。
既
に
そ
れ
は
、
不
断
に
合
同
労
組
の
活
動
の
中
に
具
現
さ

れ
て
い
る
し
、
今
ま
で
の
引
用
の
中
に
度
々
表
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
も
う
一
度
そ
の
主
要
な
論
点
を
整
理
し
て
、
こ
の
紹
介
を
終
え
よ
う

と
思
う
。
福
田
氏
自
身
の
ま
と
め
た
所
に
ょ
る
と
、

③
企
業
、
業
種
の
別
を
超
え
た
一
地
域
で
一
つ
の
労
働
組
合

⑨
中
小
零
細
企
業
労
働
者
の
地
位
の
向
上
と
労
働
条
件
の
改
善

③
未
組
織
労
働
者
の
結
集

に
あ
る
。
こ
の
三
点
は
、
－
つ
の
方
向
に
向
い
た
批
判
の
矢
で
あ
る
°
即

ち
、
戦
後
の
日
本
の
労
勧
運
動
の
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
鋭
い
批

判
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
O

「
日
本
の
労
鋤
者
は
、
四
六
年
度
調
査
チ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、
六
二
、
四

二
八
組
合
に
一
一
、
六
八
四
、
三
ハ
三
名
が
組
織
さ
れ
、
推
定
組
織
率
は
三

五
・
四
第
で
、
英
国
の
四
五
・
七
第
、
西
独
の
三
五
・
九
努
に
次
い
で
、
米

の
二
七
・
八
％
よ
り
高
い
組
織
率
を
示
し
て
い
る
が
、
公
務
六
七
・
五
第
、

運
輸
通
信
と
穏
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
公
共
奉
業
で
六
四
・
三
あ
の
組
織
率
と

商
い
組
織
率
を
示
し
、
こ
の
部
分
だ
け
で
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
、
残
り

の
部
分
に
つ
い
て
も
、
鉱
業
が
五
三
。
五
彩
の
組
織
率
を
示
す
よ
う
に
独
占

大
企
業
で
高
い
組
織
率
と
な
っ
て
居
り
、
之
が
総
評
三
六
努
、
同
盟
－
八
第
、

新
産
別
〇
二
ハ
努
、
中
立
労
連
一
一
・
四
第
、
そ
の
他
三
四
湾
と
云
う
形
に

整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
組
合
規
模
で
は
、
五
千
人
以
上
四
五
・
四
舞
、
千
～

五
千
八
二
三
彩
、
五
百
～
千
八
八
・
二
第
、
三
百
～
五
百
人
六
努
、
百
～
三

百
八
十
二
百
、
三
十
～
百
八
五
・
六
努
、
三
十
人
未
満
－
移
、
七
七
密
以

上
が
五
百
人
以
上
の
組
合
に
組
織
さ
れ
で
あ
り
、
民
営
企
業
に
於
け
る
組
織

状
態
を
企
業
規
模
別
に
見
る
と
、
五
百
人
以
上
の
大
企
業
労
勘
考
が
六
七
・

五
彩
を
占
め
、
日
本
海
逓
組
合
の
一
五
六
、
二
二
ハ
名
と
業
種
別
又
は
　
類

別
合
同
労
組
を
除
く
、
大
部
分
が
経
営
体
の
規
模
が
組
合
の
規
模
と
な
る
企

業
に
定
着
し
た
後
は
五
百
人
以
上
の
組
合
の
八
二
第
が
締
結
し
て
い
る
労
勧

協
約
に
基
づ
い
て
、
そ
の
企
業
の
特
定
さ
れ
た
身
分
の
従
業
員
で
あ
る
こ
と

を
条
件
と
す
る
組
合
に
加
入
を
強
制
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
が
ユ
ニ
オ
ン
。
シ

ョ
ッ
プ
条
項
に
ょ
っ
て
統
制
を
受
け
る
と
云
う
組
織
形
態
を
と
っ
て
お
り
、

組
合
は
企
業
と
運
命
共
同
体
的
な
宿
命
を
背
負
っ
て
、
そ
の
セ
ク
ト
・
エ
ゴ

を
追
求
し
て
い
る
と
云
う
の
が
実
態
で
、
そ
の
誇
り
と
す
る
所
は
、
他
企
業
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他
労
組
よ
り
も
三
周
い
賃
金
、
短
い
労
働
時
間
、
恵
ま
れ
た
福
利
厚
生
も
等

に
あ
っ
て
、
健
保
、
年
金
等
社
会
保
障
に
関
す
る
要
求
で
も
、
保
障
水
準
の

全
般
的
向
上
よ
り
も
、
所
横
グ
ル
ー
プ
の
鱒
倍
的
御
慶
の
実
現
に
向
う
と
云

ぅ
有
様
で
、
各
種
鯛
蜜
の
分
立
と
対
立
を
招
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
形
で
、
日
本
資
本
主
義
御
撰
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
整
然
と
旛
付
け

ら
れ
、
序
列
付
け
ら
れ
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
を
初
め
と
す
る
新
興
諸

国
の
原
料
資
源
を
輸
入
し
、
南
慶
加
工
工
業
製
品
と
し
て
輸
出
、
全
体
と
し

て
一
九
七
〇
年
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
一
入
当
り
国
民
総
生
産
の
平
均
で
一
五
倍

も
の
生
産
高
を
示
し
、
八
十
年
に
は
四
十
倍
に
も
達
し
ょ
う
と
予
想
さ
れ
る

紘
大
政
策
の
協
力
者
と
し
て
そ
の
地
位
を
保
全
、
そ
の
分
配
率
を
高
め
よ
う

と
す
る
運
動
が
へ
独
占
企
業
の
上
層
労
働
者
を
中
心
と
す
る
企
業
組
合
執
行

部
に
ょ
っ
て
、
実
践
的
労
働
運
動
と
称
し
て
。
労
勧
戦
線
の
統
一
〟
を
大
義

名
分
と
し
て
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

へ
前
出
、
富
士
地
区
合
同
労
組
十
九
年
第
一
号
、
二
、
活
動
の
方
向
と
考

え
方
よ
り
）

「
合
同
労
組
の
方
針

1
．
企
業
の
枠
を
超
え
た
横
断
組
織
と
し
て
、
労
働
市
場
を
独
占
す
る

乙
∴
現
在
の
産
業
別
組
織
の
よ
う
夜
企
業
別
団
体
加
入
の
形
を
排
し
、

個
人
加
入
を
原
則
と
す
る

も
　
失
業
者
で
も
加
入
で
き
る

～
1
1
以
・
嘉
主
な
特
色
で
、
実
践
的
な
方
針
で
は
、
労
組
法
十
八
条
の
地
域

的
－
般
拘
束
力
の
獲
得
、
従
っ
て
地
域
別
ま
た
は
業
種
別
の
最
抵
賃
金
制
の

実
現
や
、
ク
一
ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
獲
得
を
基
盤
と
す
る
組
合
員
の
職
業
紹

介
を
ど
を
将
来
の
希
望
と
し
、
労
働
運
動
再
編
成
の
非
願
を
こ
め
て
蓄
斗
し

て
い
る
。
へ
前
出
、
ク
慮
（
タ
三
ハ
号
「
中
小
企
業
と
合
同
労
組
」
よ
り
）

企
業
別
に
整
理
さ
れ
た
組
合
に
対
す
る
不
信
感
は
今
日
労
働
者
の
中
に
「

組
合
運
動
そ
の
も
の
に
対
す
る
不
信
」
と
し
て
或
い
は
組
合
を
会
社
幹
部
へ

の
踏
台
の
三
つ
と
し
て
見
る
と
い
う
見
方
に
表
わ
れ
て
い
る
。
先
年
来
行
な

わ
れ
て
い
る
、
国
鉄
を
始
め
と
す
る
官
公
労
ス
ト
に
対
す
る
、
労
働
着
の
側

か
ら
の
複
雑
な
反
応
は
、
資
本
の
側
に
と
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
労
勘
考
悪

戦
の
分
裂
を
、
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
企
業
別
組
織
と
い
う
戦
後
日
本

資
本
主
義
を
裏
面
か
ら
支
え
て
き
た
形
態
は
、
資
本
の
側
の
明
確
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
支
え
て
き
た
、
日
本
の
風
土
、
歴
史
の
中
か
ら
不
断
に
産
み
出
さ

れ
て
き
た
意
識
と
の
困
難
を
戦
い
を
く
し
て
は
、
こ
れ
を
粉
砕
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
の
困
難
を
試
み
の
実
践
の
一
つ
と
し
て
、
合
同
労
組
が
あ
る
。

合
同
労
組
は
未
組
織
労
働
者
の
分
野
か
ら
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い

て
、
企
業
別
労
組
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
日
本
資
本
主
義
を
底
辺
か
ら
支
え
る

労
鋤
者
の
様
々
な
生
活
と
意
識
、
或
い
は
ま
た
選
別
さ
れ
差
別
さ
れ
続
け
て
′

い
る
労
働
者
の
生
々
し
い
現
実
と
の
接
点
を
持
つ
と
と
が
で
き
た
。
と
の
現

実
は
、
日
本
資
本
主
義
の
二
重
構
造
と
い
う
特
色
を
よ
り
具
体
的
に
教
え
た
o

こ
の
事
に
つ
い
て
福
田
氏
は
中
小
企
業
論
と
し
て
『
ク
慮
ハ
夕
凪
そ
の
他
に

展
開
し
て
お
ら
れ
る
。

福
田
氏
の
指
摘
さ
れ
た
聾
、
合
同
労
組
の
思
想
と
そ
の
繕
戌
へ
の
情
況
は
、

今
な
お
新
し
い
現
実
で
あ
る
。
簡
単
を
紹
介
で
は
あ
っ
た
討
、
後
日
ま
た
、

福
田
氏
自
身
の
手
に
な
る
票
田
同
労
組
運
動
』
が
書
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
終
え
る
雪
に
す
る
。

※
「
・
・
・
業
別
労
働
組
合
の
形
態
を
と
り
、
労
働
者
は
企
‥
‥
」


